
令和３年度津野町観光 DMO構築等調査検討業務 

公募型プロポーザル審査要領 

 

令和３年度津野町観光 DMO 構築等調査検討業務に係る公募型プロポーザルの審査に

関する事項を次に定める。 

 

１．審査の対象となる事業者 

 審査は、次の各号をすべて満たす事業者を対象に行う。 

（１）別途定める「令和３年度津野町観光 DMO構築等調査検討業務公募型プロポーザ

ル実施要領」（以下「実施要領」という。）に規定する資格要件を満たす参加者 

（２）実施要領に規定する期限内に、必要な書類のすべてを提出した参加者 

（３）実施要領により、適正に書類を作成した参加者 

 

２．審査の項目及び点数 

  総合点数は２００点とし、審査項目及び審査項目ごとの配点は次のとおりとする。 

【１】企画提案書 

 （１）本業務にあたっての基本方針 （１０点） 

 （２）基礎調査と現状分析 （３０点） 

 （３）調査分析に基づく観光資源磨き上げの提案、観光マーケティング戦略の策定 

（３０点） 

（４）津野町の観光推進組織の望ましい在り方及び体制の調査、検討 （３０点） 

 （５）津野町観光推進組織設立の概要（案）の提案 （３０点） 

 （６）仕様書に無い独自の提案（※任意事項）（１０点） 

 （７）業務を遂行するためのスケジュール管理 （１０点） 

【２】事業者概要 

 （１）関連業務の受注実績 （５点） 

 （２）情報セキュリティ及び品質管理体制 （５点） 

 （３）実施体制（１０点） 

 （４）実務責任者・担当者（１０点） 

【３】経費見積 

 （１）見積書（２０点） 

 

３．審査委員会 

 参加者から提出された企画提案書にもとづき、令和３年度津野町観光 DMO 構築等調査

検討業務公募型プロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）において、別途定

める「審査基準」に基づき各方面から総合的に審査を行う。 



 

４．審査の方法及び契約候補者の決定 

 書類審査を実施し、評価点の合計が最も高い事業者に本事業の優先交渉権を与え、随意契

約に向けた交渉を行う。交渉の結果、合意に至らなかった場合は、次点の事業者と交渉を行

う。 

（１）書類審査 

 審査は、書類審査及びプロポーザルにより、審査委員会で審査し選考する。審査基準は別

表【審査基準】のとおりとする。審査員は５名（予定）であり、審査による評価点の合計が、

満点の２分の１（最低基準）に満たないときは失格とする。なお、参加者が１者の場合は、

最低基準を超えた場合のみ最優秀企画提案者とする。結果は、令和３年１２月６日（月）（予

定）までにすべての参加者に文書で通知する。  
（２）プレゼンテーション 
①令和３年１２月３日（金）（予定）に津野町役場本庁舎で実施予定。なお、日時場所等の

詳細については別途通知する。 
②審査委員会では、参加者から提出された企画提案書と審査委員会におけるプレゼンテー

ションに対する審査を行う。 
③プレゼンテーションは、提案内容の説明２０分間、質疑応答１０分間を参加者ごとに行う。

出席者は３名以内とし、業務責任者、若しくは担当者となる者は必ず１名出席すること。 
 なお、プロジェクターによる説明を行う場合、審査委員会でプロジェクター及び投影スク

リーンは用意するが、パソコンは持参のこと。また、この場合は機器接続確認のため担当

者まで連絡すること。 
④各審査委員は、プレゼンテーションと質疑の終了後、別途定める「審査基準」に基づいて

審査を行う。 
⑤すべての参加者の審査が終了し、各審査委員の審査結果を集計後、候補者と次点者を決定

する。 
⑥審査の結果、最高点の者が同点で２者以上ある場合は、経費見積が安価な者から順に候補

者と次点者を選定する。  
（３）審査結果の発表 
  審査結果については、審査実施日の翌日（土曜日、日曜日、祝日である場合はその翌日）

を目途に参加者に文書で通知する。    



別表【審査基準】 

業  務  内  容 配点 審査の視点等 

【１】企画提案書 

 （１）本業務にあたっての

基本方針 

１０ ・本町の現状及び本業務の目的、事業内

容を理解した内容となっているか。 

（２）基礎調査と現状分析 

   

３０ ・DMO等観光推進組織設立の可能性や有

効性を判断するうえでの調査対象の選

定、調査分析方法は効果的で有効な内

容、手法となっているか。 

・本町の観光客の動向、特徴を把握し、

各施策に生かせる内容、手法となって

いるか。 

（３）調査分析に基づく、

観光資源磨き上げの提

案やマーケティング戦

略の策定 

３０ ・基礎調査、現状分析と整合性のとれる

実施方法で、今後の方向性やターゲッ

トマーケットの設定など実効性の高い

提案や戦略の策定が期待できる具体的

な実施内容、手法となっているか。 

 

（４）津野町の観光推進組

織の望ましい在り方及

び体制の調査、検討 

 ３０ ・DMO及び観光協会等観光推進組織の在

り方や体制の有効性を判断できるよう

なポイントや基準等の提示がされてお

り、かつ論理的な整理がなされるよう

な提案内容となっているか。 

 

（５）津野町観光推進組織

設立の概要（案）の提

案 

３０ ・津野町観光推進組織設立のための考察

方法に具体性があり、設立するために

必要な実施内容等の提案がされている

か。 

 

（６）仕様書に無い独自の

提案（本業務に対する

企画・アイデア・貴社

の PRポイント等）（※

任意項目） 

 

１０ ・仕様書で指定した業務以外に、本業務

の効果を達成するためや更に効果を高

める提案であるか 

・実施可能な提案であるか 

 

（７）業務を遂行するため

のスケジュール管理 

１０ ・可能なスケジュールの提案ができてい

るか 

 



【２】事業者概要 

 （１）関連業務の受注実績 

 

５ ・過去５年間以内の同様な受注実績があ

るか 

（２）情報セキュリティ及び

品質管理体制 

５ ・情報セキュリティ管理、業務手順のマ

ニュアル化は十分であるか 

 

（３）実施体制 １０ ・業務に応じた適正な実施体制（責任

者、人員配置、役割分担、バックアッ

プ体制など）となっており、的確かつ

円滑に遂行できる体制が確保されてい

るか。 

・本町と円滑に連携できる体制となって

いるか。 

 

（３）業務責任者・担当者 

 

１０ ・当該分野の業務に係る経験年数は十分

であるか。 

 

【３】経費見積 

 （１）見積書 

 

 ２０ ・根拠が明確な経費積算となっているか 

・単価、数量等について妥当と判断され

るか。 

合 計 ２００ 
 

       
 


